
CAN、CAN FD、J1939

主な特徴

DBCまたはARXMLファイルによるシンボリ

ックトリガ設定、デコード、データ抽出および

グラフ設定

 エラーフレームは赤色でハイライト表示

DATAトリガパターンはフルバイト/ニブル

未満の設定、バイトにまたがった設定が可能

条件付きID定義（<、<=、=、>、>=、<>、IN 

RANGE、OUT of RANGE）

29-bit GM CAN Priority ID、Source 

ID、Parameter IDのトリガおよびデコード

に対応

CAN XL SICおよびFASTモード対応

シンボリックファイル(DBC、ARXML)のサポート

CAN、CAN FD、CAN-XLデコードオプションは、トリガ用の

信号選択およびCAN to ValueシリアルデータDACセット

アップで、お客様提供のDBCまたはARXMLファイルを使用

することができます。 さらにデコード注釈も、メッセージと信

号の構造がシンボリック形式で完全に記述されます。

データバイトに跨る柔軟なトリガ

CANは、現在も車載用シリアルデータバスとして最も多く使用され

ています。多くの車載バスソフトウェアアーキテクチャは非常にメッ

セージ密度が高く、1つのメッセージのデータは複数のデータバイト

に分散しています。16進数表示および計測ツールでは、1つまたは

複数のデータバイトの特定のビットレベルのデータパターン、例え

ば17～28ビットの中の3, 4, 5バイトのデータ位置を分離すること

が可能です。これは、必要な情報や動作を正確に切り分ける上で大

きな利点となります。 シンボリックメッセージ/シグナル設定はさら

に簡単です。
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CAN XL TDME シンボリックのみ

メジャー/グラフ機能

シリアルデータ デジタ

ル-アナログ変換（DAC)

Message to Value 計測パラメータは、シリアルメッセージ中の最大2048バイトのデータ／ペイロードのうち、指定した部分のデータを抽出・変換し、アナログ10進数値で
表示します。異なるデータエンコード形式、特定IDへのメッセージフィルタリング、単位変換による完全なリスケーリングに対応。シリアルDAC波形は、デジタルからアナログに
変換されたデータを、他の捕捉データと時間的に相関のある波形としてプロットし、データの時間的変化を見ることができます。 

タイミング 計測 Message to Analog、Analog to Message、Message to Message、ΔMessage Time(同一デコード上の同一メッセージ)、Time@Message(トリガからの時間)  
シリアルメッセージは "ID ="（該当箇所）とユーザー定義のDATAで最大2048ビットデータの任意の位置に条件<=、<、=、>=、<>、IN RANGE、または OUT OF RANGE
で定義可能。アナログ信号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義可能。アナログ信号のホールドオフは、不要な測定を防ぐために、時間またはイベント
（最大1000）のいずれかで設定可能 

バスステータス計測 メッセージ数、メッセージビットレート、メッセージバスロード%シリアルメッセージは、最大2048ビットのデータの任意の位置に "ID ="（該当する場合）とユーザー定義の 
"DATA <=, <, =, >, >=, <>, in range, out of range "で定義可能

Eyeパターン機能

設定 物理層信号のEyeパターンを最大4つ（シリアルデコーダごとに1つ）同時に作成します。Eye Styleは、カラー/アナログパーシスタンスから選択可能。Eyeの輝度を0～100%
で調整可能。ズーム、オートスケールに対応。

Eyeパラメータ Eye Height、Eye Width、(Number of) Mask Hits

Eyeマスク 無償のテレダイン・レクロイ MaskMakerソフトウェアユーティリティを使用して、カスタムマスクを作成することが可能。カスタムマスクを保存し、後で呼び出して使用すること
が可能。標準的なCANマスクも各種選択可能。

マスク抵触位置特定 

および表示

Mask Failure Indication ON または OFF (ON = 抵触箇所を赤丸で表示).  
Eye Mask failureテーブルに連動してマスク抵触した波形トレースを表示します。Mask Failure時のトリガ停止をサポート。 

CAN XL TD CAN XL TDME シンボリック
定義

プロトコルの設定

ソースを選択。 公称ビットレート選択　CAN FDとCAN XLではデータビットレートについても選択
CAN FD：フレームタイプ選択（EDL） Both（X）、CAN Standard（0）、CAN FD（1）ISO FRAME および BR Select（BRS）選択　Both（X）、Normal（0）、FD（1）
CAN XL：フレームタイプ選択 Any、CAN Std、CAN FD、CAN XL。BR選択 (BRS)　 Any(X)、Normal(0)、FD(1)

トリガ機能

フォーマット
16進数またはバイナリ 
IDとDATAは異なるフォーマットで設定可能

ID：シンボリック、16進数、バイナリ 
データ：シンボリック、16進数、バイナリ 
IDとDATAは異なるフォーマットで設定可能

トリガ設定
ID、ID+DATA、REMOTE、ERROR、ALL Frame（Data、Remote、Error Frame）でトリガ 
要求（Bit）サンプリングポイントを20～90%で設定（Basic）、またはProp Seg, Phase_Seg1, Phase_Seg2, SJWをNominal Bit Time, FD Bit Time, XL Bit Timeで独
立して設定（Advanced）

ID設定

16進数またはバイナリ：
STD（11ビット）またはEXT（29ビット）のIDを、<=、<、=、>、>=、<>、IN 
RANGE、OUT OF RANGE、DON'T CARE のいずれかの条件で指定
11ビットと29ビットの両方のIDがバス上に存在する場合のトリガをサポート

シンボリック：ユーザーにより提供されたDBCまたはARXMLデータベースファイル
を使用して、トリガするメッセージを指定。 ノード、メッセージ、シグナルでソートされ
たリストから選択
GM CAN対応（Priority ID、Parameter ID、Source ID） 
16進数またはバイナリ：STD（11ビット）またはEXT（29ビット）のIDを、<=、<、=、>
、>=、<>、IN RANGE、OUT OF RANGE、DON'T CARE のいずれかの条件で
指定
11ビットと29ビットの両方のIDがバス上に存在する場合のトリガをサポート

DATA設定   

16進数： # Data Bytes = 0 ～ 12. データはニブルで定義することも可能。 
バイナリ：0、1、Xの任意の組み合わせで1～96ビットまで対応
任意の長さで、最大 12Byte/96 bitシーケンスの任意の位置から開始するよう
に設定可能。Byte Order Intel または Motorola フォーマット、Signed または 
Unsigned Data

シンボリック：ユーザー提供のDBC/ARXMLデータベースファイルで定義されてい
る通りに、スケーリングされ単位換算された値を持つメッセージと信号に変換
16進数： # Data Bytes = 0 to 12. データはニブルで定義することも可能
バイナリ：0、1、Xの任意の組み合わせで1～96ビットまで対応
任意の長さで、最大 12Byte/96 bitシーケンスの任意の位置から開始するように
設定可能。バイトオーダー Intel または Motorola フォーマット、Signed または 
Unsigned Data

DATA条件設定 <=、<、=、>、>=、<>、IN RANGE、OUT OF RANGE、または DON'T CARE

エラーフレーム設定
All Error Frames, Stuff Bit Errors, CRC Mismatch Errors, Stuffbit Counter Error, Stuffbit Counter Parity Error の中から任意の組み合わせを選択
CAN XL：Form、Ack、PCRC Preface、FCP Fomat、FCRC Frame CRC

リモートフレーム設定
IDに対応。 ID条件設定と同じ機能。
CAN XL：SDTコンテンツベースアドレッシング、クラシックCAN / CAN FDマップドトンネリング、ノードアドレッシング、IEEE802.3（Ethernet）トンネリング、メーカー固
有および予約済み、VCID機能はID条件セットアップと同じ

ビットレート

公称ビットレート：10, 25, 33.333, 50, 83.333, 100, 125, 250, 500 kb/s, 1Mb/s定義済み公称値、または 10kb/s～1Mb/sのユーザー定義された任意の公称値

データビットレート FD：0.5、1.0、1.5、2.0、5.0、8.0、10 Mb/s の定義済み公称値または 0.5～10 Mb/s のユーザー定義された任意の公称値
データビットレート XL：0.5、1.0、1.5、2.0、5.0、8.0、10 Mb/s の定義済み公称値または 0.5～10 Mb/s のユーザー定義された任意の公称値

トリガ入力 任意のアナログチャンネル、デジタル入力、EXT入力のいずれか

デコード＋サーチ機能

フォーマット 16進数
シンボリック（メッセージおよび信号レベル）または16進数。 シンボリックデコードに
は、ユーザー提供のDBCまたはARXMLデータベースファイルが必要

デコード設定 閾値定義が必要。 デフォルトは Percent amplitude
デコード入力 任意のアナログチャンネル、メモリまたは演算トレース、および任意のデジタルトレース
デコードWfms数 一度に最大4つのバスをデコード可能。 また、（デコード情報付き）ズーム表示も可能

表示補助

16進数：FRAME、ID、IDE、RTR、SRR、RRS、FDF、XLF、Res/Res-XL、BRS、ESI/ADS、
SDT、SEC、DLC、SBC、PCRC、VCID、AF、DATA、CRC、PCRC、FCP、DAS、ACK、ST
UFF BITS、BIT INDEX、ERRORを色分け表示。 エラーフレームは可能な限り復号化
され、破損していない部分はタイプを識別するために復号化されます。
いずれの場合も、タイムベースの設定に基づき、デコード情報をインテリジェントに
注釈づけし、捕捉した波形に重ね合わせて表示。 

シンボリック：FRAME、ID、IDE、RTR、SRR、RRS、FDF、XLF、Res/Res-XL、BRS、ESI/
ADS、SDT、SEC、DLC、SBC、PCRC、VCID、AF、DATA、CRC、PCRC、FCP、DAS、A
CK、STUFF BITS、BIT INDEX、ERRORを色分け表示。テキストメッセージ名、単位
付き物理信号値、ARXML PDU ID、名前のデコードが含まれる。 エラーフレームは
可能な限り復号化され、破損していない部分はタイプを識別するために復号化さ
れます。
16進数：FRAME、ID、IDE、RTR、SRR、RRS、FDF、XLF、Res/Res-XL、BRS、ESI/ADS、
SDT、SEC、DLC、SBC、PCRC、VCID、AF、DATA、CRC、PCRC、FCP、DAS、ACK、ST
UFF BITS、BIT INDEX、ERRORを色分け表示。エラーフレームは可能な限り復号化
され、破損していない部分はタイプを識別するために復号化されます。
いずれの場合も、タイムベースの設定に基づき、デコード情報をインテリジェントに
注釈づけし、捕捉した波形に重ね合わせて表示。 

テーブルの構成、
エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードのデコード情報を1～20行、時系列で1つのテーブルに表示します。表示される情報は、インデックス、タイムスタンプ、その他各種
プロトコル固有の情報です。テーブルは、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへのエクスポート、長いデータや他のパターンの特殊表示などが可能。 

パターン検索 前または次のインデックス、Idx、ID、IDE、FDF、XLF、ADS、SDT、BRS、ESI、DLC、PCRC、VCID、AF、CRC、FCP、DAS、CL、STATUSの検索が可能

仕様 
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